面 請 還 : 間 。 画 
| 較 「 半 - 画 ] 癌 計上 し まま ーー ュ 
「『 。『 。『 還 | 目 埋 jk uk ms ms 計上 1 
し 年 目 | 」 | - 慎 財 本 1 1 」 1 名 ai 1 
JIPm 問 IJP や TE THh 」 
= 引 肖 店 | j 上 P 品 | 者 上 中 連 | 1 | 葉 
ria la 上 二 p 店 『T bk 。 還 目 lg ず la 


部! 1] 糸 日 を 際 く JR. 近 秩 セ ッ ト プ ブラ は 3/31 帰 着 まで 


テイ が ケー 7 上 アイ | 回 本 o 旅 の 」 
JR 近鉄 セッ ト プ ラン 8 奏 泊 プラ ン (④) Blve Plane 


KITI High Class 












近鉄 ダル ー プ XX Blue Planet 特別 企画 


と け げ の 






生 " 了 


ーー 
ーー 


wl 
1 
Ni 


- 邊 
上 


ai 所 
1 
こ ポコ 


| っ こ フ レッ を || JR. 近鉄 セッ ト プ ラ ン は 前 日 まで | | _ パン フレ ッ ト コ ー ド 
ント (一 コス: 寺泊 因 箇 サ ジョン ぎ 博 で う 関西 。 | 中 部 
ff ら に 蘭 : ・ こ 直 日 負 】 てい 
( | ELP iFP 1 中 に ロト エキ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 






ーー 








ーー 
この 痛く 美しい 地球 を 乱 選 きれ た あな た と 慢 明 添う 私 た ち は 常 だ 
次 の 世代 へ ホテ ル : 旅 館 を ご 紹介 KNT の 実 癌 コア カン ェ ン | 





還 還 | 放し い 内 容 、 こ 予約 は 「 イ ンタ ーネット 」 で 連 革 





0 グ 厳選 され た ホテ ル ・ 旅 館 を ご 紹介 っ メタ 


人 気 の テ ー マ か ら 探 す “ 


息 を 硝 お 総 景 の 宿 、 止 季 を 感じ る 地上 産地 消 の 美食 宿 、 伝 統 と お も て な し を 受け 継ぐ 者 伸 宿 。 
特定 の 分 野 に 和 論 で た 補 を テー マ ご と に 上 蔵 選 し あな た に ぴっ た り の 「 ハ イク タラ ス 」 を 。 








ずい 


りー 日 す すい 










一 度 は 泊まり た い 憧 れ の 温泉 旅館 ・ ホ テル 区 沢 な を 時間 を 過ごす 極上 リゾ ー ト ホテ ル 
特 出 か 日 平 記念 日 に 一 記 は 泊まっ て な た い 、 憧 れ の 温 齋 旅館 ・ ホ テル 日 常 を れ 、 臣 沢 な ひと と き 滴 で きる ぉ り ゾ ー ト ホテ ル を ご 軸 介 


ュ 地 
| 邊 時 

= 且 ーー 
5 ュ 


記 


上 | 





! 
- 1 1 
則 





す ー F ( トー 一 本 ge と こ ーー ーーー ー = ニ ーー ーー = = ー ] 
席 更 と 伝統 を 感じ る 者 造 神 サス ネス ティ ナブ ル な 取り 組み を 行う ホテ ル ・ 旅 館 
持 統 可能 な 社会 の 実 下 に 取り 組む ホテ ル ・ 族 仙 を ご 紹介 





mr 
二 ーー 
ー ーー 





和 本 室 講 天風 叶 付 容 室 XX2O 室 下 下 の お こも り 窒 娠 全 年 味わう 料理 自慢 の 神 
條 室 震 天 風 昌 付 客室 で 哨 台 か らら 離 れ で 本 か な ひと と き を 過ごせ る 、 


則 食 を 味わう 地 才 地 消 に 取組 料理 自慢 の 訂 を ご 軸 電 
820 密 以 下 加 時 こち 四 宰 


/ ル 0 。 語 罰 mh の 人 々 の 夢 と 感動 の た め 、 
し 」 ト に ロコ = ゃ 。 マ う 1 
あな た と 寄り 添う KNT の 実績 私 た ち は 常に チャ レン ジ し ます 








胃 還 を 通じ 世界 の 人 と つなが り 、 健 康 ・ 教 育 ・ 遇 電 ・ 人 
癌 還 配 題し た 中 企 な 診 を 提供 する こと で 診 の カカ で 箕 画 あ 
上 馬 素 率 を つく りあ げ て いき た い 。 


由華 BB 日 下 由 誠 行 本 車 引 し て きた な 近 貞 
中 本 サー リス メト だ お から こそ で きる [安心 ・ 容 科 
モ し て 特 出 万 族 ] を ご 提案 し ます 。 私 た も の 携 
戦 に 終 お りり は 市 けり ませ ん 。 





二 還 特 則 な イン スピ レー ジョ ン を 与え る こと で 未来 玉造 へ と 
づつ な 理 扶 謎 可能 在 業 し い 増 事 間 楽し 世界 を 不 げ て で いい た 還 、 
音 係 業 還 旋 々 そ し て 吾 管 格 と 協力 し 実直 を 目指 し ます 。 
リナ す 年 中 
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さぁ 、( は じ の SR09E 





ミミ たり "スペ シャ ル な ブラ ン を ご 用 意 し まし た 。 








共通 の ご 案内 計 お 申込 を いた だ く 前 に 必ず お 読 き くだ さい 。 


型 計 正 日 1 年 11 月 1 日 日 月 31 日 一 秀 コ ー ス お よ げ 中 折 陣 ] 

中 お 四 店 上 み に つ いい て 

上 江 憶 行 貞 目 お 名 。 た だ し . 難 副 迫 語 量 王 記 末 本 員 代 上衣 が 瞳 呈 層 生 4 前 に を なり ます 。 

沖 お 客 相 導 信 に よる 民 : 仙 で 量 少 考 行員 未 画 と を な る 場合 は 全員 取 靖 し . ま た は 甲 刊 背 要 ( 最 度 村 .、 
遼 号 は 拓 い 戻し 大 し 。) で お 届 け で でき 右 場合 吉 事 邊 下す 。 評 [ し て は 販 更 店 量 財 に 吾 間 店 お せく だ きり 

宣 誤 : 朝 表 付 . 抽 食 寺 、 害 軍 ツ レー ド デ ッ プ ゴ ゴン 堤 四 癌 種 ゴ プラー ビビ 特に 記載 の な い 場 合 ほ 同一 ダル ー 
ゴイ 、 同 ニュ ニュ ー、 占 一 内 同 の 五 還 鍋 幸 と なり ます 。 

( 規 行 履 語 に 言 まれ る も 9"r 着 コー スル 「 こ の プラ ン に 芋 ま れ 才 の 」 に 記 動 四 詳 通 引 : 情 迫 皿 [記載 の 和 車 
民 ): 半 費 科 鞭 請 税 ・ 因 色 十 人 席 ま れ も で いま す 。 ま た .。 伯 行人 忙 開 に は 秦 泊 科 ・ 明 びび 和え 場 征 は 介 ま れ で 有り ま す 。 用 

_ 井 欄 は 窒 治 村 間 に 直 燈 用 去 枯 し いた だ て 必置 日 あり ませ 上ル = 

LT 症 本 に つも いて 

記 胃 坪 の 害 富 写 上 は 一 親 すず す 。 
す 。 

二 洋 軍 を 1 軍 3 名 以上 で ご 利用 の 場合 、 エ キス トラ バッ ト ま た は ソコ ァ ー バ ッ ド を 加え て 覗 必 する 場合 が ご ざ 
し ます 。 

還 ス ネジ オッ イン ルー と と は シン ケル ルー に エキ スト ラッド また は ソリ ファ ャ ーー ド の ご 和 用 と 人 きけ ます 。 

束 や ャ ワー ゴー スト イレ 付 寄 軍 に は バス タオ ゴ は ご ざい いま せ 上 。 

紅 ュ ] ビ ュー と 本 が 害 二 の 窟 弄 [ベラ ンダ は 言 ま な い 。 ] か ら 提 弄 の か な 則 本 印 号 を 占め て い 避 場合 和 指 
し ます 。 須 1LT は オー シャ ン ピ ュ ー、 マ ウー テン ビュ ー、 ト レイ シビ ュー な ど 。| 1 に は 一 衣 、 山 、 別 車 主 ど 。 

利 本 また は 和洋 密 ま ご 刊 用 皿 場 合 、 鶴 内 の 上 げ 下 げ は セル フサ ー ビ メ と な 古 場合 が ご ざい ます 。 

= 還 、 廊 時 場 大 に つい て 


党 1 功利 た り の 朝 用 上 前 に 上 っ て 者 軍 四 店 さき が 殿 な る 場合 ザ ご ざい いま 


HE 寿 F] 呈 
に 






HI1HI Il =e 


- 電 
ニコ 
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Of 





ウェ スィ ーッ 挿 手 兄 京 醒 「 侍 氷 園 | 語 一 同 155i 


ーー = 1 


中 還 圭史 二 子 過 サザ ゴミ ゴー ト ロイ ヤル スゴ ー ト [ 笠 宣 ]【58) | 1 











年 _- 


as ニー 。 


ラン 広 琴 嶺 天 二子 ロイ ヤル スイ ー ト リビン ザ (55】 | 





人 失 ホ チ ル 導 「 不 軍 | ロビ ー(55i 


本 掲載 本 料理 写真 は 一 閉 で す 。 時 師 に より 食料 の 性 東 状 池 上 生ま た は 唱 折 きれ た 坦 谷 の 選 追 自由 帳 
に つい て 料理 内 容 、 可 など が 思 な る 場合 が ご ざい い 事 す 。 

補 北 泊 日 の 玉 者 赴 宰 直 テ ル 、 帆 酸 の 季 音 に より パイ キン ザ (ブッ フェ ) が セー トメ ニ ュー また は ラット テ 
ニュ ー パ イキ ン ザ (ブッフェ) に 妄 更 と な る 場合 が ご ざい い 邊 す 。 

証 商 車谷 場 は 宙 泊 交 証 に より 害 本 と な 全 場合 富 ご ざい ます 。 ま 正 、 友 真 場所 が 部 屋 真 本 場 谷 、 お 四 季 
上 本 才 に より 、 人 事 場所 が し スト ラー、 応 間 、 個 宣 倫 坦 堤 に 音更 に な る 場合 記 ご ざい ます 。 

引 お 風呂 に つれ で 

ぎ 昔 直 テル 、 誠 本 の 主峰 呂 は 94 時 間 沿 可 届 な 場合 で も 請 所 村 間 、 還 俸 世 切 時間 ほ 1. 追 で きま せ 貞 。 六 
た 賃 切 出 呈 は 香 団 状 層 に より 、 お お 梨 堆 号 災 望 時 間 に 活 ええ な LU 得 合 また は 刊 用 で きき な し い 場合 が 吊り ます 。 


馬 事 デル 。 請 語 の 天童 で 画 時 に 時 性 用 、 友 性 弄 を 人 れ 帳 え る 場合 が 重 引 ます 。 


中 時 色 。 ポ エント 半 の 思 し に づい て 


補 舌 記 記 笑 の な い 坊 音 . 基 ホテ ル 、 餅 本 の コロ ント に で て れ 居 し と な りり ます 。 
リリ イン ラッ ト 記 表 され て いて 特 華 ボイン ト の 許 敬 直 族 棋 きれ な いい 場合 は 形 折 事 テ ル 。 誠 語 眉 お 四 
し 四 で だ き 9 


還 記 刊 四 に な ら な か っ た 場合 本 返 樹 は ご ざり いい ませ ん 。 東 幼 上: 用 直見 は 特 介 相対 旬 梓 と な り ま す 。 


ば て 1 層 


者 ニー ビジ に 穫れ て いい 情 : 朋 証 計 義朝 外 持 情 報 出生 量 時間, 走 策 笑 南 。 玲 剛司, 計 計 場 
所 暗記 . ゴー 上 ル 遍 年 研 開 。、 ピ ー ま 計量 呈 間 . 当 鞍 前 定 等 、 也 何せ く 記 更 と な たり 、 サービ エ 本 旨 慌 が 
中 下 た 直 攻 場合 直 ご UP まま ま 志 パ ンー ゴイ レニ トト 札 醒 の 刺 考 崎 先 価 呈 大 志度 婦 理生 較 深 用 笠 較 日 
ee 十 11 月 当 陳 奏 の 民間 と せり ます 。 本 本 と な きき 場 倉 訂 各 中 ます で あら かじ ご 子 病 だ 部 し * 

事 寅 迫 日 に より 団 居 上 意 行 . 憶 学 隆行 の 者 害 欄 と 出 怖 に な 名 較 癌 が 事 り ま す 。 

証 ボリ / ヤ ンプ レット 賜 民 曽 品 は ター ポン 記 四 お 害 手 赤 よ の が 重用 で 貞 ま す 。 当日 、 斉 蛋 の 利用 暫 古 
還 な る 場 盆 、 抽 社 また は 現 電 に て 簡 用 を お 固 り き て いただき ます 。 


画 近 多 セ ピット プラ ン 行 程 間 


近鉄 グル ー プ が 珠玉 の プラ ンコ ン テ ン ツ を ご 用 号 


下記 博夫 ホテ 民 ザ ベイ イート 誤 和 本 一 本 155 
牧 朝 寺 訂 で マイ ンド ラル ネエ ユ 体 了 
志 記 観光 訓子 ル 宇 式 イ ユネ イー 


ティ デジ デ 凍 寺下 1 


呆 国 二 客 叫 沖 特 意 'L ー 国 下 ど LU Ei EE 


か V 。 居 下 軸 ] 


mri .5 に よら 


路 : 揚 器 ) 


| * 嘱 下 二 前 1 賠 還 季 旨 馬 宇 
HHH hen IIHHEIIEEHEEIH EE 財 W 9 LIPT 


| 由 邊 本 まっ 且 | 相国 1 画 1 所 則 F 呈 
LELLLE HH HHHfHHHF 肝 計 計 HH 計 昌 HHHHHHHH innnl 


r 品 典 敵 正 席 同志 時間 1 避 間 


HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHfHtHHBHHHHEHHHHHHHHHH1HH 半 軸 。 


| 央 名 計 ー| 太 本 蔽 曽 目 邊 | Mr に il 『 | 
HHHHHHHHTFHHHHFHHFHHHHHHHHHHHHEHHW HHHHHH 桂 計 FE 押 = ーー 
過 線 圭 意 * 想 5 1 msn 一 
HHHHfHHHHFEH FIHHH 時 F 計 寺村 HHHHHH HHHHHH 寺 F 計 村 村 剛 ] 
近 名 熱 委 * 外 下記 約 時 桐 35 記 ai 
『FIHHHHHH HHHHHHHHHHHHHHHHHEHHHHH HHHHFHHHHHH HH | - っ ] 


5 還 請 間 


言 JR セッ 1 本 桂 表 (性 政 


一 計 道 家 幕 線 引 評 芋 通 車 : 押 定 諾 


下 凍 畠 補 赤 手 中 ザ ペイ ユイ ゴート ロイ キリ 二 ユ ゴー トマ ゴ デ 【55] 


本 J 有 : 近 せ セッ トブ ラー の ご 寺内 


交 種 賠 の 通 頃 
JR 眠 埋 東 " 特 急 列 車 : 折 多 電 車 中 空気 同 環 に づい て 車 生 本 宰 気 は 、 走 行 中 中 車 中 に 関わ ら ず 


具 拓 ほ 常 時 行わ れ て で おり. 針 気 を 車内 に 取り れる よう に 番 車 両 指 所 自動 表 御 が 行わ れれ ぞい ま 
す 。 す の 他 新 型 コロ ナヴィ ルス 監 挫 症 対策 の 取組 等 、 詳 し く は JH 若 壮 の HP を ご 賢く だ さい 。 





( 有 お 申込 に つい 〒 
和 き JR' 近 無 せ キト プラ ン は 募 生 且 定 誠 行 理 の 還 買 " 料 牌 を 利用 し て し 本 す 。 IF 下 の 上 直 に デ 科 時 て だ き し 


※JR・ 近 釣 セ ッ ト プ ラン は 、 博 泊 ゴ ラン と JR. 近 喜 の 性 福生 車 星 、 将 昔 用 ( 幕 通 車 弁 定 席 ) ま た ぼ 往 指 
乗車 詳 の が セッ ト さ れ て し いい ます 。 な 才 : JR* 泊 赤 の 和み の 利用 は で で 人間 ま せん 。 (で 運 販 軸 上 の 時 せ 。 時 
因 に より JH 民 査 の 夏 動 生じ る 場合 ぜ ご なせ 

呈 ト ョ 記 

※JH 折 鉄 セッ ト プ ラ ン の 新 電線 や 特急 列車 は 辞 紀 還 指 下 席 利用 と な り ます 。 「 

立 符 醒 本 指定 馬 は 昌 車 日 の 1 月 前 の 発 碗 と な り ま す 。 (た だ し 近 前 の 場合 吾 呈 し は 27 日 前 出 矢 。] 放 
諾 呈 に 明り あり ます の で 、 ご 導 詞 に 交 え せい 場合 が あり ます 。 地 の 場合 、 代 室 と し て 細 李 列車 を 提 
が させ て りり! た だ きす 。 そ 四 厨 . 利 車 に よっ て は 評 行 選 全 店 楼 馬 す る 場 冶 が 各 才 頑 隔 お 客 栖 よ り 民 
宣 を ご 了承 いた だ いい て か がら の 約 通 粘 と な りり ます 。 な 持 , 革 章 指 定席 本 臣 較 前 まで は 「 生 り 闘 頓 昌 
看 | と し て お 短 か が りき せ で いた だ き 、 晃 較 短 は 「 申 品 滞 丹 琶 直 』 に 桶 行 し 、 胡 国 庶 立 すす 右 も の と し ます 。 
近 哉 特 葛 の 抽 定 虎 は 2D21 年 11 月 1 日 下 相 . 各 車 日 14 日 前 の 葬 夫 ど な っ て お り ま す 。 等 後 状 豆 
に より 齋 更 と な る 坦 苔 が ご ざい ます 。 

衣 直 量 上 枯 間 に つい て 
繕 宣 き まれ た JR・ 近 組 軸 面 の 昌 車 月 日 列車 に 限り 育 熟 で す 。 

(3 株 循 馬 間 に つ いて 
放 問 間 と し て は 1 近日 以上 . 最長 13 泊 1 日 【 た だ だ し. 月 31 日 所 秋 ま で と な り ま す 。] ま で 証 定 が 


量 . 近 名 状 拓 に 印字 きれ た 作 中 下 事 駅 以 は 通 中 下車 で 用 ま せん 。 (た だ し 、 拓 倒 笠 用 で 栓 牟 駅 四 二 日 聖 く 。 
また . 内 * 質 導 競 画 に 印字 され た 駅 で 正中 寺町 する 場合 せ は 自動 下 札 で は な く 有 上 店 想 を お 通り て だ 直し 


【 凍 数 秋風 別 齢 
座 永 園 」 愉 和泊 と 華 條 性 障 穫 戸 


トキ キュ FFP ii モイ コ 


ホリ チイ ッ ケ ビュ ー テ ディー ブロ グラ テム 
立 ェ ティ デ 導 中 子 貞 京 莉 


誕 間 暫時 男 デ リー ジ 是 . 放 所 ユ コ ャ 條 嗣 評 ピ 


語 光 特 茹 「 し ま か ゼ 」 


JH r 三 王 旧 


ye FL 。 
の し と 章 毒 ] 


評 時 則 で 。 天 笑 加 薄 * 
古 秒 " ここ EL 上 
護 半 の 刻 を ご 提供 す る た に 


幅 富 豆 暫 弄 や 還 王手 "ご | 昌 克 L1 鹿 清 


| し ま か ぜ 連行 馬 デブ ザイ ヤシ >= ニ =S=S=5 う っ = 時 還 馬 語 生 
_。 | 慎介 ( お 28 N 二 
| 近 線 名 古 慎 質 島 四島 っ 近 引 名 古屋 
イヤ 本 | 還 日 | 土 * 株 日 | 平日 | 土 "日 | 
| 部 時 間 | 10:25 110D25|1540 11540| 
| 黄 細 | 12727 | 12:27 | 1744 | 1744 | 
直 大 や 有 委 (的 2 時 間 20 分 ) | 京 >9 外 委 ( 有 2 半 功 502) 
| 折 計 =+ 質 島 | 買 衝 大 阪 所 | 頂部 や 買 呈 | 中 島 京 
[区 人 軸 l 平日 | 土日 | 平日 | 土 "日 | 畔 日 | 件 日 | 日 | 
生計 間 | 10:40 | 10:40 | 16:00 | 16:00 | 10:00 | 10:00 | 1450 | 
攻 時 間 | 1303 | 1303 | 1823 | 18721 | 1247 | 1247 | 17.35 | 
中 血行 再 二 イヤ 曽 更に より け 主 本 呈 坦 音 ご き に し ます. 析出 キー トード で 前 山本 香 で ビ 設 如 " 
名 古屋 発 午 -- 林 慎 日 を 陸 く 提 日 運行 12730、 7 提 、3 コ / ヨ 1 は 迄 行事 定 } 
| 大 孤 発 間 | 央 請 日 夫 郊 て 智 日電 行 (11/23、 1272H、174、 コ 2 は 運 抹 巴 定 ] 


京都 蜂 下 | 素 語 幅 と リキ オー コリ 1 ョ 相 回 : 月 : 登 - 士 量 を 訂 く て 打 得 生 行 19、 ゴ ギコ U は 困 抹 吾 定 」 
ャ 村 馬 中 卓 呈 ビー 3 間 生 は 。 車 回 璧 部 在 届 丁 車 本 に よ 〒 二 臣 す 天 還 得 四 中 ほす 
本 古屋 軍 二 玉 計 斉 怖 夏 ご 由 財 市 理 斉 は , 責 十 軍 昌 村 91. 本 で す 。 
『 呈 負 軍 二 た 証 洋 画 本 宣仁 各種 ま た は 4 名 考 で 中 虹 寺 上 守り ほす 。 壮 四 に 二 は ーー 守 桶 き 市 唐 定 と な ます 。 
『 時 頂 匠 まま 旨 還 画 情 赴 日 に 計 き F 所 記 下 還 国 著 二 民 凸 素 一 司 前 十 記 電 本 日 志 一 能 鞭 下 画 『『 生 一 衣 ビ 層 記 邊 中 可 双 で す 


し | 恒 加 | 可 


1450 
17:32 





ai 本 更に つい て 
本 囚 日 の 変更 は で 詩 ま せん 。 一 基 . 取 靖 博 算 の うえ 再度 の お 甲 穫 と な ます 。 外車 変更 は 随行 同 
店 前 に 周 日. 同一 区 間 . 同 一 設置 め 串 車 へ の 亡 更 1 回 に 本 りお 有 還 けり 舞い いた し ます 。 JH の 駅 中 
車内 で は お 也 り 舞い いで 間 ま せ ル 中 で 恋 更 尊 血 え 可 能 な 時 間 内 まで に 発行 填 点 申し出 く だ さき しい 。 
末吉 手 は 、 列 車山 で の 取り 所 いで で 昔 ま せん が 、 変 更 非 帳 え 可能 な 時 間 内 ま に 東 循 店 ま た は 近 衣 
の 駅 員 窓 口 お 申し 出 く だ さい 。 た だ し 。 JR: 近 庶 基 上 も に 。 お 甲 知 み 語 に より 末 圭 え に 所 定 の 日 血 
記 か か 各 昌 人 が ご ざり いま す の で 、 較 し く は と 申 江 必 店 儲 員 に ご 確認 くだ さき しい 。 


加 ! 民 週 し に つい て 


遂行 間 軒 前 に 臣 消 : 語 遇 直政 生 し た 場 音 に 、 才 車 詰 琴 庫 選 来店 で でき な い 昌 谷 は 量 寄り の JR 駅 に 
て 取 滑 性 只 を 届け て くだ さい 。 証明 が な いい 場合 は 払い 思 し が で きま せん た 。 あら か じ 了 め ご 了承 くだ さい 。 
jr 記し に つい いて 
た だ し 、 析 定 き れ た 列 つ 画 訂 必 行 下 
用. また は る 時 間 軸 上 【 近 喜 は 1 時 間 加 上] 層 れ て 民間 し た 場合 に は 、 割 引 埋 旬 相 由 輔 を 反 い 導 し ま 
す 。 そ 相 限 は 。 品 駅 中 . 車掌 に 証 虹 を 轄 け て 、 JR- 近 衣 較 を お 申 向 硬 店 に ご 捕 英 くだ 丁 明 虹 
ぜ ザ J 昌 ' 近 押 軸 の な い 坦 合 は 払い 戻 に で 圭 き せん 。 な 圭 、 払 い 良 し は 了 行 読了 棒 1 ロ 日 上 肉 、 吉 申 迄 あ 
赴 に 了 功 りお 本 り 現 いし ます 。 また 、 乱 い 展 し 博 中 確定 およげ F 記 省 手 衣 計 に 1 ロ 日 ほど お 時 間 が か か 叶 
場 韻 が ご ざき りり ます 。 高 ら 困 ご 了 需 くだ きも 
生前 物 の 宣 由 


東海 道 * 山 層 九 州 灯 軸 旨 に 3 辺 机 癌 計 15Tcm を 上 え る 届 物 ( 届 下 、『 拉 大正 物 」 を 軍 山 に 持 
ち 込 場 苔 は . 事前 に 時 大 背 物 スーー ス に コ つき 座席 の 予約 が 中村 で す 中 で 、 語 抹 申 笑 時 に 販売 
店 凡 員 に 申し 出 く だ さき いい 。 (予約 料 は 作料 で す が 、 古 雪 に は 衣 り が あり ます 』3 連 還 合計 が 
2EUOcm を 越え る 鉛 物 は 持ち 込み いた だ け ま せん 。 ま た 、 事 前 予約 せ す に | 特 天 慕 物 」 を お 紀 上 
きれ た 噌 合 . 車内 で 手相 章 (1.O 円 * 要 和 ) を 吉 云 払い いた だ て 品 要 が 各 け ま すず の で 、 な る べく 物 


ほ ホ か 星 は に し て いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 な お 、 正 由 友 【 一 凶 区 則 自 由 席 を 癌 世 ] を 記 利 用 の 坦 
飼 、「 香 大 商 得 」 は お 捕 ち 和央 上 い た だ け ま せ 見 。 お 捕 ち 込 硬 きれ 場合 . 列 遂 所 定本 定 買 "香合 が 

中 要 で す 。 ご 不 本 な 点 は 。 央 売店 係員 に 問い合わせ くださ しぃ 特大 商 幅 の 持ち 込 層 に 関す る 
評 細 は 、JR 征 海 【hItPmr/r て emlr 可 LCo.I ロ /) "JR 西 日 志 (hhPE/ www.wentlr.Gp.E ロ / ] *JR 坊 剤 
[hiE wwwrjrhyusnLuErkip/ ) HP を ご 覧 て だ きい し 1。 



















一 枯 勢 志麻 フル ネ ヌ ュー 
rr FL ギコ ト CT 
IK<N00000E! FulneSS 語 相 な ど に より 、 脳 を 活性 化 き 普 。 
「 スト レス を た を たまに MO 
. 刺 志 ーー 困 ド = 一 1 一 合 財 特 で きま す 。 
きけ 志 店 所 し 32 ドブ ノ ルレ ルネス 体 ! 


天 。 


3 国 ) 志 麻 の の, 目 ダ ム ん 3 の 1 日 イ 「 で ゆっ た り と 過ごす 3 日 青 





多 特 急 し まかせ 」 て 伊勢 志 床 へ デー 」 人 
志麻 半島 の 英 ト 消 が 一 世 で きる | L。 
Sb テル が 2 ザー ーー 上 〒 

Mt ドー | こ l 





に 店 栓 お 泊 屋 殺 垣 (ロイ ヤル スイ ー ト ツイ ジ ) エスト 主 記 介 
身上 酒 に 半 ま れ て 建つ コリ ゾー ト ホ テ ル の 1 部 屋 し か な ロイ 有 / レス イー- 電 INIZ35:00 人 の OUT ン 1200 
ーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 便 補 遂 / 再 印 駅 より 徒歩 約 10 分 


志 魔 観光 ホテ ル ザ ベイ イ 還 還 ty フリ 0 放 の ょ うに くつ ろ げ 210 


心 と 身体 を 癒 や す と っ て お き の 休日 を お 過ごし 〈《 だ さい 。 


を 加 た すす エッ キ 串 性 鹿 
9/ 二 き こと 自体 が 楽し み と な る 
- 2 


ea 『 馬 ] し 圭 W『l 


ee す ユ スペシャル 性 重 


ツガ フレ ンチ レス トラ ン 「 ラ ・ メ ー ル 」 So ィ ナ ー タ イム を 。 


上 胡 時 は 三 二 の 日 本 困 を 合っ た 開 豆 7 周年 記入 カタ テル を ご 用 意 


デー 二 電 | 


PP 韻 oo ee」 中 を 調 た す ス ペ シ ャ ル 栖 験 2、・ 2 日 料 
So の イッ ギド フ ゴル 6 ュ 信 本 個 別 遂 肉 ツ か ーー ー お 』 旧 本 り M と 中 に メッ ベ シャ ル 価 馬 
の / 心 と 体 を 拍 す / / た め だ け に 専用 案内 人 同行 較 で EE 
スパ トリ ー ト メン ト 体 験 / で ヒス トリ カル な 体験 を ー 朝食 は 特別 メニ ュー 


描 食 は ルー 占 サ ー ビ … 四 堅 可 可能 で 


す 。 非 日 辻 の 朝食 は まさに 衣 な らち では の 時 
間 中 過ごし 方 で し ょ うす 。 


日 目 ] 星宮 虐 机 た す 『 抽 蛋 抽 


他 勢 海 者. 地 の 魚 の に ぎじ ず し 特 


ホテ チル の 際 史 や 、 便 芋 志 摩 サ ミッ ト の 人 場 画家 
豆 田 出 商 氏 の 去 性 1 野 志 そ ザ 」 など だ を 証 子 叱 ユ 
Pr nr ETmh も 下 












上 日 目 ]】 心 を 弄 た す ユ ー セ ャ 下 価 有 
貨 切 マリ ン キ ャ プ に て 


葉 消 クル ー - 






か な 共 距 清 を 軽やか ! - 電 上 み 。 リ ア 
単 大 美 な と 員 を 感じ る クル ー 
エズ コン バダ ト な 租 休 ならでは 本 手動 
性 で . 伺 き の 近 く を 通 還 振 け て し いる 様子 
は 盾 楓 届 を くす ぐ で 由 ま す 。 





衣 な 革 二 手 老 を に ぎり すず し で お 記し みく だ きい 





衝 素 休 具 講 用 ダ グ ェ ン bs 


(アル ファ ー ド また は 


譲 符 代 金 お ふた り で 


( 記 下 


日間 お と な お 1 旧 様 / 性 提 近 録 利 用 時 

志 載 鈴江 直子 此 

ザ ベイ スイ ー ト ロイ ヤギ 下 ユ ゴート 

9 っ 宮 1 憲 、 調 : 制 信 村 ) 5hO.QQ ロ 円 
者 栖 で 寺 用 和 か くき L!。 


3 間 


ッ ラ ウン 


1 日 目 | 観光 」 メラ イペ バー ト 観 光 KT 人 
神官 に て 普 入 と は 人 う 参 


1 
ー EEr PoMEET 詳 


馬 





| 机 押 本 守 キ ー」 

胡 性 は 芋 応 に キネ キタ 放 イ 。 
女性 は スー ツジ な ど 、 

フォ ーママ 下 な 用 請 で 

ご 形 押 て だ さい 。 


会 三重 近 吉 タ ケシ ー 


Ei ニ 
9 :: 状 ア イザ 4 ヒ す ロ :1 JENHIE コ Er4L 4RPMP4F3) 
2/ う ( 水 )・16( 水 )、3/2 ( 水 )・16( 水 )・23 ( 氷 ) 
に FE:- 本 P す が 4 ヒ 9 選 1(EEMIE コ PAE1(EIEIU(=EI 
名 古屋 発 :12/5( 日 )*8( 水 11 ( 士 ) 22( 水 )、1/12( ポ )・16( 日 )・30( 日 )、2/2( 水 ) 
2/6 (日 )*13( 日 ) 16 日 ( 水 ) *27 (日 )、3/2 ( 水 )・6 (日) *13 (日 ) 16( 氷 ) 23( 氷 ) 
刻 行 人 並 に 革 ま れる も の 


1 恒 泊 市 テル は 迫 ) 
せ 回 : 滑 は 問 


_[2 日 征 ] 【3 日 目 ] 
十 】 ホテ ル で の スパ 体験 『 十 】 英 貞 滴 ヴ ルー ズ 【 十 ) 
(オー・ ユ バ ) 【 記 定 マ リッ キ ャ ゴ 』 


山上 4 点 [ 征 真 提 氏 : 導 富 司 誠 ] 


ia 1 
一 門下 王 邊 
2 コ 再 用 タフ シー 


個別 定 内 ] に 4 


補記 一 
mm の 店 々 と し た ロイ ヤル スイ ー ト の お 部 選 を ご 用 意 い た し まし た 。 


スケ ジュ ー ル は 忘 更に な る 場合 が ご ざい ます 。 


「!manm ロ エー エマ 部 還 村 弄 で エエ と 呈 田 本 | エー ロ テ ュ で "コリー に 当 同 』 選 骨 湖 理 戸 色 理 王 革 ロー ュ 隊 た は ER 


則 日 目 ] ディ ナー| 必 を 環 た す ス ペ ジ シャ ル 体 題 


答 レ スト ラン で の BluePlamet 特 出 デ ィ ナ ー 


大 陣 上 本 町 駅 一 (し ま か ぜ ) 一 宇治 山田 駅 上 徳 睦 …‥ ( 夏 食 大 【 宮 内 庁 御用 條 笠 亭 ] = 


』 軸 : 癌 言 記 *1 自 1 問 : 各 


三重 近 謎 タウ シー= 


大 利 再 また は 主 厩 十 還 どちら 市 お 週 げ いた だ けけ ます 。 
恋 板 構 き レス メト ラン 「 山 岐 」 
回 符 白 き 還 揚 還 車山 忠重 を シェ フ 奄 目 
の 前 下 購 き 上 げ ず ます 。 斬 餅 な 食 桂 キダ タラ 
シッ な 時 開所 の 店内 で 才 情 し 琴 い た だ 
け ま す 。 


倒 芋 志摩 本地 で し か 吐 わ えな い 凍 
の 区 村 を 蛋 い 、 和 を 味わう 。 里村 相 
月 と 。 憶 き 拓 かれ た 料 履 本 誠 出す 
送 唱 を ご 堪能 くだ きも * 


cn 2 者 較 計 卓 員 紀行 いた し まぜ ん 。 較 受 侍 昌 上 月 2 を 較 催 事 "棚倉 ら 回 時 直 回 、 タ 仙 2 回 較 和 時 
人 す は me ゴリ コリ トコ 『。 二 試 1 お 地 欄 お寺 れ 員 場合 は ルー トム サー ビス で の 耐 丁 と! 


押す Pe 


* 電 人 WH202 
コー ミュ 震 に 記載 の 所 重 時 間 は あく まで = 折 目 雇 で 定 通 事情 報 に よ FU り 導 本 に は 
衣 行 代金 に 斉 ま れる 右 員 は ご 判 届 に な 吾 記 下っ 


引 | まほ かぜ] 肖 電 大 夫 王 に 較 性 衝 ご きい いま す 。 便 し トー EE ほ 必 衝 記 自 ・ ル 中層 二 軸 ます 。 評 し て ほ [LW 日 事 加 琴 一 音 コ ォ ー ュ ・ 


電 事 二 は 引 証 用 前 一 中 旦 日 前 ま で 店 ます 。 押 も 


51 和 林 む けり 和 1ー=[ 和 拓 

コテ ーー ド 吾 まま 紀 サ 生還 と ロイ 平尾 】 1 中間 占 1 邊 中 人 上 当日 1 映 : 笛 缶 
恵麻 観光 テル ザ バイ エイ ー ト 【 ロ イヤ ルス イー トル ー ム 刊 用 ] 落 
』 下 等 

※ デ ィ ナ ー は 橋口 経 料理 長 の 当 プラ ン 特別 メニ ュー 授 所 「 ' 

志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト 【〔 泊 ) 


朝食 [レス トラ ン に て 特別 メニ ュー ルー ム サ ー ビ ス の ご 本 亡 も 承り ます ]] 


天 ば く の 幡 付 誠 詩 、 司 替 延 釧 倒 は 備長 崎 の 訂 木 状 を も っ て 
是 し | け 旬 本 誠 て TH 本 内 外 の シェ フ に も 人 気 が あ り ます ます 。 


三重 控 タ ッ シ ーー ニーーー か つっ お の 天 は く [ 細 いぶ し 小屋 ] = 一 一 
[ルプ ァ ェ ー ド また ほほ アラ ウジ ロイ 〒 ヤ 上 員 」 1g- 
大 王 捕 条 ーー [ 拓 蘭 作 計 8 うみ 庵 ( 量 食 )】 ニー 一 一 一 
18:1 け 1g5D 3:30 1 4 店 


ーー 一 模 山 展望 吾 【 リ アス 海岸 を 一 望 】 また は 安 重 博 灯 台 
1 皇 : 可 人 H 


1 3 
g 日 目 観 光 さ ダケ ジー の 行 欄 は 一 部 よれ 帳 え る 場合 ぜ ご ざい ます 。 行程 は 日 得 天 を お 適し し ます 。 
個 出 館 内 ツア ー も お 豆 し みく だ さい 。 
央 市 子 ルル 次 凌 は 「 ユ リト リー トメ ント 」 で お 寅 ぎ くだ さい 。 
党 デ ィ ナ ー は お お 客 様 の ご 基 望 に よ げ 鉱 板 梗 、 和食 か ら お お 退 び い ただ 詩 ま す 。 
活か コ お の 天 ば く は 、1g 月 の 設定 は ご ざい ませ ん 。 
1g 朋 ほ 楠 山 民 望 吾 知 田 全 ( 投 丁 邊 の す 間 覇 き ) 


























ホテ チル 
1 由 : 言 は 


: 童 宮 歴 史 請 物 飯 --VISON テル ご 害 内 し ます 。 


志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト ( 泊 ) 


持 切 マリ ン キ ャ ブ に て 入間 選 選 虐 ツ ルー 人 


1 


三重 近 線 タ ウシ ー 
か デー トド ま な は 
= ロゴ 証 遇 ] 


…" 上 諾 骨 お きた 和 消 屋形 租 で の 科 【 給 上 食 ] 全 勢 海老 料理 海 衣 の 実演 見 学 > っ > 


補 改 典明 お きた は 。 恒 の お 客 欄 と 相 量 けり と な り ま す 。 
ーー 島 汰 梁 一 自販 国際 ホテ ル テ ィ ー タ イム ーー 鳥 列 駅 一 (し ま か ぜ ヵ ー 大 陣 上 本 町 駅 


ミキ モト 貢 認 后 、 二 見 肖 去 糧 局 見学. 戸田 軍国 週 夏 梓 旧 造 、 鳥 選 一 番 再 島 紀 マル シェ な ど お 絆 間 に 含 わせ ご 室 内 | 


ショ ー ト パン ツ 、 サ ー ダ ル 諦 で の も 
の 電 TU#TOT 


ァ ユ トラ ン ペ の ご 東 貞 は ご 通 慮 くだ いい 。 (ドド エコ ー ド : ユ マー トカ ジュ アル ) 
の RE 
な る 場合 が ご ざい ます 。 
Fm 引合 で 尾 半 の 庫 闘 は ご どき ぎし er 

ャ ニュ 中 一 し まま 硬 本 上 0 1- 

目 : 用 - 光量 証 地 サ き ち 日 前 日吉 に - 提 志 き 昌 韻 計 出 個 し と 后 財 ます 


に | | 
な りり 較 較 内 容 は 園 な ます 。 


王 名 十 醒 虹 - 束 可 介 本 証 下 も ご きい ます 。 


ロウ ロー エロ ロー 等 百 団 : 唱 杏 二 ・ ロ ロ ロー コロ ーー 必 員 ロー ロロ と ーー 甘 本 国 | 末 弄 暫 ]「 軒 で 蘭 思 | * 


寿 柚 更 明 因 卓 で 音 ま 時 ん 。 普 で 陳 出 趣 し た な りり ま す 。 4 日 請書 で 二 も の の 玩 ( 旧 柱 : 軒 彫 : 此 由 語 寺 唱 一 名 で 半 せ 上 四 下 目 リエ コッ La 旧 
l 電 上 幅 完 キ 上 補 買主 テ 中 mw 晶 琴 再 西 容 : 国 軸 因 則 1 7 コリ サー な ロロ デ 重 面 甲山 貫 1 攻 証 還 お 願い しい 二 し ます 。 
ささ ゴス イー トド 日 記 島 凡 暫 細 癌 四 直 較正 で 遷 書 1。 お と も TEL に で 間 * 音 お わ 叶 情 本 尼 王 上 力 し で で て だ きい 。 [ 


ロロ ローエ ロロ ロー 間 馬 


ゅ 引 呈 回 赴 竹 


詞 
ビ 』 


[TELDBHHI3=1E1 1 




















一 Blue Planet 特 別 企画 一 


ウエ ステ イン 都 ホ テル 京都 
和 司 風 別 人 佳 水 園 民宿 泊 と 茶道 人 


。 
Es 





宮 司 風 建 穫 の 短 品 ある 姿 や 起 の ある 鹿 園 を 馬 め な がら 王 ※※ で = 則 。 
空間 か ら サ ー ーー に まる か けが えび だ とき を お : し くだ さい 。 





2020) 年 7 月 に リニュ ー ア ルオ ー プ ジジ た | 侍 水 園 」 。 ぜ いた く な くつ ろ ぎ の 時 間 と 空間 を ご 提供 * だ し ます 。 


_ 
こ 


da きょう 模 お 田 履 性 氷 画 特 別 百 憲 重 際 デ 13H00( 通 記 15OOT WOUT 


ウエ ステ ィ ジ 都 ホテ ル 京 都 。 人 0 半 凍 議 康 


地下 本 鐘 還 上 |2 層 出口 より 生 了 的 2 計 





村野 藤 吾 氏 設計 の 数 寄 屋 風 別 館 。 天然 温泉 の お 風呂 と お 部 屋 で の 特別 メニ ュー を 


すす め ポ イン ト 


ry 者 の お も て な し 価 馬 
2/ タ を 
f 章 食 料理 長 に よる 
特別 会 席 
お 害 還 「 人 ひと り に お 計 を 持 側 
| 、 四 きき 還 庄 専 
林 証 笠 理 長 が 、 中 
gi 弄 で 調 + 持 病 則 * T 
坦 両 メニ ュー を ご 沖 個 い 世 叶 回 
7 1 中 二天 た 豆 過 g PH 計 
了 の 食材 AE 等 上 
き 際 を 起 W * 持 必 半 | 


邊 西 お も て な し 体 了 
ホテ ル 敷 地内 に 休む 較 静 な 茶室 「 可 楽 刻 ] で 、 
日 本 の 伝 寺 文 化 1 で あお 茶 放 全 


通 真 干 密 者 想 位 葉 中 事 門 穴 電 氏 よ 上 お 和 座 を 心から 楽し ん で で いただく 
た 0 上 圭 必 本 を 学ん いただけ 理 軍 。 玉 間 体験 と 坦 に て 日 率 議 世相 田 
を 至 見 。 割 話 者 の 方 で も 気 埋 に ご 住職 いた だ け ま す 。 






en 


で | 記 1 
の 電 
= 


計 y。 


いさ aa 守 


We 持 和 も 〒 補 上 尼 
抽 食 

利 食 料 理 長 に よる る 
特別 和 朝 食 


加 准  」 貞 に 」 "一: 洋 
に さ 


. 
> 
HL 


所 還 本 『 半 旨 
に 4 yg 


| 
本 に す 」 
』 肖 
= 計 」 間 ” . 品 5 
】 」 W 昌 『 
L 上 関 還 本 半 


才 の 提 本 調 材 記 あ あみ 定 旧 に 
用 いい て 必 語 、 こ こ で し か 茎 わ も 
な い 特 列 人 次 記 で す 。 





0 ホテ ルク レジ ッ トド 8 000 由 
車 子 吊 ダ レ ゼ ッ ト は 、 信 内 1 科 じ ッッ イー イン ルー ゲイ ニン ダリ ト リー ト サ ロ ァ 
FLe jrdin Sothys」 、 ソ ティ ス ウェ ステ ィ ン 都 ホテ ル 項 郡 に て ご 利用 いた だ け ま 





が FE | オー 比 デ イザ オニ テ ダ [ 空 ] 

が F | ティ ー ラ ウッ ゼ 「MATYFAIER] 

3F | nrminiue Honulchet 氏 Ynin 
[Le RESTAUKAIWT」 

3F | omininue Houchet Kolm 
LE IEPPBD ヤ EKI」 


3F 1 ユー「 欄 護 」 dt 





記子 所 李 区 内 香 宝 「 革 副 庫 
| 股 人 結 本 (人 ) 呈 M ニー 
| 商 な 本 








開放 的 な 治 室 は (名 古 量 駅 京都 駅 / ゲ リー ン 馬 ) 
同 am IT 員 1 ワウ ェ ス ティ ッ 匠 直子 ル 京 都 人 桂 京 較 特 調 等 辻 
昌 高 昧 福 の 査 り で (3 名 1 室 、 騙 ・ 朝 食 付 ) 利 用 琴 500.0Q0 円 


陳 枯れ を 病 し て くれ ます 。 拓 ば 省 様 で お 申 抽 下る くだ きい 1 


この プラ ン に 人 ま れる も の 


5 全員 の 王 往復 JR 開聞 泊 ホ テル (pu 旧 韻 称 造 林 験 本 ホテ ルフ レジ ッ ト 
プロー ご 還 ) ・ 萌 俊 村 | 人 邦 0、000 円 3 


お 楽し みく だ さい 。 出 人 日 2021 年 11 月 19 日 2022 年 3 月 29 晶 
1 論 日 1117E ロ meg roBre7、 171B 王 2 出発 は 除く) 


= “ ー* 深 下 記 ス サジ ュー ル は モデ リル 時 間 と な りり ます 。 
旨 よ いけ ェ 上 ルネ の 世界 = 1 お おすすめ モデ ル スケ ーー ルル 三宮 を 旨み 立 で る 央 の 殺 潮 に | て くだ し *。 


者 古屋 駅 ーーーーー で 靖 埋 線 の ぁみ Br ーーーーーーーーーーーー ーー 京 都 駅 一 一 下 字 上ル 湖 迎 )ー ニ 一 一 
委 ど 舞 計 向上 に 練 虹 的 訪 暑 頂 四 『 | 室 富吉 由 内 観光 を きれ る 方 ほ 写 明 駅 | サテ ライ トコ ンジ シェル ジュ | に て お 肌 物 玉生 かり も 可能 で す 。 
埋 湯 を 心ゆく まで ご 場 能 くだ さい 。 還 識 ml [受付 時 間 ]10:00 一 12:D0、13!00 一 1B:OD 
逆 地 内 で 掘削 し た 天 褒 温泉 を 利用 し 、 了 地面 積 2.100m] を 詩 侍 水 園 1300 ( 
る 基地 大 級 の が 衣 生 。 間 頂 風間 と の 記 お 訂 に 面 し た ロビ ー で チェ ッ ク イン 。 女 提 が お 客 様 を お 出 え し ます 。 
を コン セプト に 、 氷 貴章 を イメー ジレ た デザ イ デ が 特 机 。 1 「 キー [ ー ぐ つぎ の ひと と きき 一 
1 に 730 お 部 屋 ギ リト リー ト サ ロ ン に て 受け られ る トリ ー ト メッ ト を ご 体験 くだ さい 。 (ホテ ルク レジ ッ ト 利 用 
1:30 佳 水 結 内 別室 に て < 百 列 和 会 麻 
arkCO SPA「 莉 頂 | 
一 臣 園 と 一 性 と な っ た 半 衣 天風 呂 な ど 居 浴 で 気品 の ある SPA を ご ご 昼 くだ さい ー 


侍 水 園 ( 泊 ) 


和食 料理 長 に よる 特別 和 朝 供 


野 介 の 寿 探 島 路 散策 や 


[在家 園 府 園 」 結 など を お 洒 し みく だ さき し *。 
ホテ ル 内 じ レスト ラン に て 昼 資 
( 事 テ ルウ レジ 直利 用 ) 


EE TUE や Me 才 記 時 円 潮 所 


コ ] | 一 理 は 生玉 」 


『 可 内 鹿 」 に て 弄 折 記 性 巴 事 子 貞本 不 山 - 重 恒 山 一 親 の イード ウォ ッ チ ン ヴ 府 
翌 氷 園 別室 に て < 特 玉 穫 装 孔 テ 栗林 閉 が 所 四 に お 赤 し か いた だ ける 前 生 コ ー ミ 。 


侍 永 園 ( 泊 ) 


7:30 和食 料理 長 に よる 特別 和 朝 食 
二 ホテ ル 内 え パ 施設 ギレ ヌ トラ ンー に て ご 出発 まで 市 っ くり と お 過ごし くだ きい 。 
女将 の お も て な し 当 ] ー 
仁 水 園 専属 の 「 女 将 」 を 配 TITII 00 ェ ッ クア リウ ト 
眉 し 、 お 客 きま の 食事 の 手 LL RA “ 
配 や 、 観 光 案 内 な ど 、 よ り 良 析 「 京都 駅 = ーー - 台 証 星 駅 
い 京 都 の 滞在 に な る よう 人 


手 転 Li L。 星 すす F 重 師 国 圭 花 


ーー 


ra 呆 


| 
WW ※ 掲 載 の 情報 は 2021 年 11 月 現在 の 情報 と な り ます の で 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 
こも っ た お も て な し で お 客 さ ※3.4 ペ ー ジ の 共通 の ご 案内 も ご 覧 くだ さい 。 ※ 全 て の 時 間 帯 の 新 幹 起 の ぞ み 号 の ご 利用 が 可能 で す 。 


、 ま を お 出 層 え し ます 。 = 1 園 還 re 青 園 [上 Mi8 肖 国 kTEI 1 和 に elsl ). 
に FL51 J マ ル 本 コー ド . 二 b | 
E: 福 語 裕二 = と 店 生 衝 車 . 息 忙 題 1 写 有 車 








一 Blue Planet 特 別 企 画 一 


近鉄 ダル ー プ 自慢 の り ハ イタ ラス ホテ ル で 寛ぎ の ひと と き を 。 


ホリ ステ イッ クビ ュー ティ イー 


ウェ ステ イン 都 ホ テル 京都 に 泊まる 


2 泊 ) 日 


ここ 


2021 年 4 月 6 日 ダラ ンド リ ニ ュー アル オー プン 。 京都 を 代表 する ラグ ジ ジュ アリ ー ホ テル で 雅 な ひと と き を 。 
二 お 部 感 プ ラヴ ジュ アリ ー ス イー ト 平 安 京 ピュ ー1 キン ゲベ ッ ド (74ー7B 平 


」 3 も 可 IN 13I00( 通 党 15IU ロ 」 


呈 や と 
本 直下 記 を ご 覧 くだ さ L1 下記 吉 ご 覧 くだ 
ピッ ウラ / ーッ ン に プル 用 京 者 本 全 周 /[ 衣 部 駅 | 中 系 口 より 無料 シャ トル パス で 交 25 分 


地下 誠 東 西 販 ! 四 上 駅 ば 香 出 口 より 硬 上 誰 』 好 








ググ / 美 と 健康 、 心 の 回 復 の た め の リ トリ ー ト 体 険 


/ Hm トド サロ ILe Tardin Sathys] に て 、 シ ゲ ダネ チャ ー ト リー トメ ント 2 回 分 を ご 価 験 いた 


WE を 5FAA Ritual[ 午 前 約 半日 所 村 時 間 約 時 間 ] / Sunset 5na Eitualt 午 比 約 半 日 所 回 時 間 絢 6 本間 ] 


本 ロー 1E0O( 週 帯 12H00) 
本 桁 麻 下記 吉 ご 覧 くだ さも 1 





















必 赤 上 病 ヨ ガ (3 ロ ロ 生 1] 三 
団 { 約 5D 計 トロ ー ト メン ト 


ユ ュ パ に 同 本 す 天 リト リー ト サ ロ ジン 「Lme 
lardin 5nthws」] は フラ デス SDTHY5 圭 本 所 要 時 間 〆 暫 時 旧 ( 年 前 申 】 
ルー ツ に 時 が る 自社 の 【 細 物 画 jardin】 

か ば 者 電 を 音 て 、 葉 林 に 名 ま れ た 心 安 ら で 


Le IaTdTTI の 5 生ま 


Br 到 . ゴ ニ ァ ゴ 


Soth VS た: 2 rr Sumset SPA Ritual = 


1 し た 式 7 Et を 諾 開 。 心 本 ま 訓 展 し い 導 り に 者 
に 鍵 束 の 半 王 ・ な 補 向 、 人 ネト ロー 


た SF 上 A IOurneY ッ の の トリー トメ ント は 、 末 紀 を | 


可 復 きせ る と 共に 馬 障 を 優し 
く 解 前 きせ . 自 禅 娠 を 監 え 
占 こ と に まけ 心地 まい せい 障 二 
と 回 いま す 。 


| 玲 事 前 四 中 軌 です, 
ド 午 愛 半 時間 11:0H ロ は OU:HO 


田 泉 ( 約 60 分 】 
所 要 時 間 約 半日 (生後 ) 





内 容 〆 草 李 山 肛 電 ( 約 写 ) 三 せ せ ウ ナオ 
ララ トロ ー ト ヌメ ッ ント (1H 守 ] 


貞 Waken 5PA Ritual 


〒 想 目 本 必 周 訓 無 中 に 人 お せ 寺 


の サテ イィ ビデ テディ ー 才 遂 
し て で て. エエ 玉 屯 平 一 西 潜在 性 や 午 
中 か を 和夫 め て i 半 本 す 。 
還 コ て た 選 ・ 身 悼 ・ 騰 門 活 性 履 
EE ココ PF 科 
有 ル ギー バ パラン スエ 理 団 ま ち れ 、 語 用 
に - 議 ちち 竹 れ ま ロサ 衣 一 昌 意 
持 過 こ "し いた だ 吐 ま す 。 


ご 軸 食 〔 各 間 」 世 監 頂 山 艇 策 ( 約 30 芋 ) 三 
[18U 号 】 





[ 約 30 計 ) 三 ヨ 訪 (6 ロ 身 ) 三 


" 守 清和 色 








〒 則 L 還 
デア 
ア に 
」 還 
昌 「 自 


3 晶 間 お と な お 1 人 灯 / 往 衝 東 海 新幹線 
(名 古屋 駅 一 京都 曲 ア ゲリー ン 車 }, 

ウエ ェ スティン 秀 ホテ ル 齋 者 

ラ ゲ ジ ュ ア リー スイ ー ト 平安 京 ピュ ー1 キ ンダ ベッ ド 
(3 名 1 室 、 放 軸 食 付 }/ 刊 用 時 50O,QOO 円 

拉 は 名 様 で お 申込 みく だ さい 


野島 の 森 ・ 探 島 路 


市 子 擬 西 四 山 ・ 菓 頂 山 一 僚 に 、 
バー ドウ ォ ッ チン ダキ や 剛 林 護 が 后 
電 に お 楽し みい た だ ける 芽生 
コー え 。 市 析 地 近く に お な 東 ら 
自 時 を 身近 に 貴 む お ぇ え 。 野 鳥 本 生 
英 に 飼 元 。 直 の 書 情 な ど 四 吾 
折 そ を お 楽 し みい た だ だけ ます 。 


1 SFA 芋 頂 素 


「 貢 頂 」 本 温泉 は お 乳 本 下 要 豆 
区 綿 を と 呈 子 所 旋 リ 性 (区 杏 性 〒 了 
本 放り 性 選 環 県 1 想 吾 過 で す 。 
肌 靖 時 に 損 え 本 大 境 半 四 た 
に は 人 免 商 力 李 間 上 す 活 ビー ト 
ャ ヨッ ダブ プロ テイ シ 【HSFj 入 油 
枝 刀 手 す す すめ で す 。 

咽 営 業 時 間 /65:3 ロ ー23:0 


出発 日 2021 に ゴネ 昌 B に ] ニ に バア アル E】 ニ レニ 
ご タ 食 2 回 ・ ご 朝食 2 回 (設定 相 時 国 11/20 ロ 一 22・26・27、1/16 一 2 出発 は 億 く ) 


人 は 訂 フレ ンチ レス メト ラン と 謎 板 后 レス メト ラン の 2 つ を ご 利用 5 に 福神 新 幹 摘 の ぞ み 3 指 泊 ホテ ルル (2 に ホテ ル で の スパ 体験 2 回 ホテル フレ ジット 
た だ 1 けけ ます 。 間食 は ウラ プラ ウン ザジ ザ また は お 部 必 に て 叶っ た けど に モネ 6E- コ 1 リリ 【 ゲ リーン 皿 ] *: 介 回 隊 頭 (シセ デ ネ チ ャ ー ト リー トメ ッ ト ) BOO 円 時 
圭 較 ご し くだ さき ki 


b ル タン じん 4< に セッ ウエ ョ ョ ジル シル /3| 


li 先 と 箇 隊 、 心 の 回 役 の た め の リ トリ ー ト 体験 





ーー = ャ 近 下 本 スケ ジ デュール は モデ ルル 時間 と な りり ます 。 
還 5 257EEcrosnmm お すす め モ デル スケジュー ル 行 科 を 組み 立て る 際 の 参考 に し て くだ さい 。 
ominipue Houchet ーー ミ ILe RESTAURANT]( プ レジ チ ) “ 
ェ プ ュ ドミ ニダ か ・ プ ブタ ェ 氏 監 上 中 高明 プレ ンチ と と も に 、 基 ヨ ロロ 名 古屋 駅 一 一 で 新幹線 の ぞ み 号 っ 京都 駅 一 (ホテ ル 専 用 シャ トル バス ) 
押 天 取り 滴 え た ロイ ン の な か か らら 、 ソ あり リエ 志 お 食 事 に 電 も 癌 き ロ イン を ご | 過 齋 量 南 山 骨 第 を され る 誠 は 証 電 馬 「 サ テラ イト コン ジェ ル ジ ザ ュ に て 再 黄 物 お 積 な り も 可能 で す 。 
本 窪 い た し ます 【 履 本 本 間 1 1 ロ Qi ロロ D 一 1gi ロ DO、 18: ロロ 一 1 昌 : せ 


ィ 生 アオ 上 ル ど を ェ 





IOrmirhiDue iitditi Kyoto [Le TePPanYakilt 壮 板 角 」 mM ーー 一 ーーーーーーーーーーーーー ウェ ステ ィ ン 都 ま テ ル 京 都 18:0O0 チェ ッ タ イン 





フラ ンス 人 シェ た そよ アシ = 氏 が 初め て 衝 枯 する 多 村 まし スキ ラン 。 1 ur 
by ツ 手 DD 中 戸手 な どの プラ ンド 和牛 を メイ ンド ゴ PA「 墓 本 一 旗 園 と 一 人 性 と な っ た 半 男 天風 反 ど 優 陽 で 気品 の ある SPA を ご 合 験 くだ さい ー 


6 た お 料理 を お お 楽し みい た だ け ま す 。 IDG 「Le RE5TAURANT] (ブレ ンチ) また は [Le Tenpanyakil (名 板 拉 ] に て ご タ 仙 
ウェ ステ ィ ジ シン 都 ホテ ル 京 都 ( 泊 ) 


で 30 カエ ネス ティ ッ ク ワク ラ ブ ま た は イン ルー ムダ イニ ンダ に 

12:0O 碗 内 し じ ス トラ ン に て こ 必 食 ( ホ テル ウレ ジッ ト を ど ご 利用 くだ き 

19H0D リト リー ト サ ロ ILe Jardln Sothys」 に て Sunsmt SPA 体 了 [96 計 間 
IF 「Le RESTAURANTI (フレ ンチ 」) ま た は 「La TePPanyakll 〔 半 圭 十 ) に て で ご? 黄 


ウェ ステ ィ ン 都 ホテ ル 京 都 ( 泊 ) 





| 一 縛 さ 生 司 次 麗 層 環 玉 外 軒 吐 黄 ーー ルト 慎 隊 所 II に 


ia リト リー トド ト サ ロ ン y「Le Jardin aothwsl に て 上 waken SPA 体 弁 [ 交 6 時 間 ] 
準 傍 中 、 朝 食 時 間 を 受け て お り ます 。 
1 中 30 館内 じ ユ スト ラン に て ご 星 食 (ホテ リル アレ ジッ ト を ご 利用 くだ さき いい 。 」 
ロ ェ ステ ィ ン 都 ホテ ルル 京都 一 一 一 一 一 「 中 テ ル 専用 シャ トル バエ ) 
1BiOO チェ ッ ツ アリ ウト 
京都 駅 ーーーーーーーーーーーーー ーーーー・ で 町野 吉 の 豆 号 テテ 


エー 〒n で wl ココ 


yy 0 クト SU 3 


= トリ ー ト サロ ェ と Fe jardin Solly 1 リティ 区 








| 
常 掲載 の 情報 は 8081 年 11 月 現在 中 情報 と な り ま す の で 証 更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 

2F | オー ル デ イ ダイ ニー ンダ 「 諸 塵 ] オー ジ の 共通 の ご 案内 も ご 覧 くだ さい 。 

2F | ティ ー ラ ウロ ンダ ザ FMLAYEFAIR 党 生 て の 時 間 融 の 罰 買 線 の のぞみ 号 の ご 利用 が 可能 で す 。 

3F | Hamininue BnuchetKYnln ホテル 専用 の シャ トル バエ の 時 誠 の 詳細 に つい て は ホホ テル ホー ムペ バー ジ を ご 三朗 くだ さい い 。 


Le RESTAUERANMT ーー ーー 
す F | nrmini ロ ue Hourhel KYOtn L 1 ei8 自 園 !Wi6 由 | ーー 
| Le TePpaml ヤ aki」 し 柏 人 Lo 員 絢 車 、 挟 忙 瑞 1 け 一 11 月 昌 車 
F 相生 1 世 放 還 Pl 


1 ょ = 駐 座 | 四 臣 , ーーー 一 一 一 ーー* ニ ーー ニー -- 一 一 一 
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ベス ト セ レク ショ ン 極 
澤 避 し た 39 軒 の お 后 よ り お 選び wi 計 
を 左きき お ホホ た けり 層 で で 吉 合 
一 折 三 日 ウ ギ ラキ 


qq スト セレ クタ ショ ン 
厳 退 し た 125 軒 者 本 『 事 選び ば い 
を 起 寺 野 た 和 り 稼 


= 拍 王 日 の ギフ ト 券 で す 。 


に 本 
も 中 ば 


記 柱 十 


ag 


で と 情 辺 で 


バッ コレ ッ ト コ ー ド バッ コレット コー ド 


| 、 近 軸 日 本 ツー リエ ト 謙 一 エー ダ ゼ 事 南下 財 へ 問い 合 生 せく 着 


本 





新しい 旅 の エチ ケッ ト 
一 感染 リス ク を 選 け て 安心 で 楽し い 旅行 一 
ひと り 一 和信 の 協力 が 、 み ん な の 楽し い 旅 を 守り ます 。 


[近畿 日 本 ツー リス ト の 安全 ・ 安 | 心 ・ 快 適 へ の 取り 組み 」 
近 時 日 本 ツー リネ ト は . 新 加 コ ロ す オウ ゴル ユネ 隔 了 定 に 関し て 。 
[宿泊 鹿 証 に お ける 新型 コロ ナオ ウィ イル ユエ 対 訂 ガ イド ライ ピン 」 に 本 て 
対策 を 主 じ て い 語 内 尊 過 設 を ご ご 還 内 いた し ます 。 











放し し 1 国 則 集 型 年 画 旅行 生 性 軒 (全文 ) を お 受け 取り いた だ だ 寺 
5 の コ え お 申し 込み くだ さ し 1。 


お 申し 込み の 隊 に は 、 
員 す 内 只 を を 事前 に と 


ご 旅行 件 書 ( 坂 粋 


1. 算 串本 正 画 際 行 遇 還 中 置 信吉 的 D り 吾 コ ー ス 上 に 瑞 用 恩 痕 料 加 明記 訓 る 電 昔 





それ ぞ で れ に 記載 中 大 生酒 幸 を 通用 し ます 。 


補 許 回 明 朋 を 用 すす 名馬 行 に コ つい いで は 。 去 本 軸 表 に よ コ す 、 コ ー メ ペー ジ 
内 に 本 黄 す 必 取消 笠 に 隊 り ます 。 
ゴ き . 召 且 測 に 


畜 当 福本 言 任 と な らら い 吾 竹 ロー の 重 抽 上 の 馬 由 に 基 
下る 幸吉 名 上 記 服 詞 料 理 量 嘉 季 いた 門 半 本 定 。 

剖 再 逢 棒 中 ご 昔 に よる 出 衣 昌 お まげ コー メメ の 記 還 、 環 居 . 二 泊 叶 閲 等 行 
得 中 号 一 部 加 変 要 に つい て も 、 全 性 に 訓 定 古 お お 取 酒 ど 凸 人馬 も . 居 酒 笠 四 
対策 選 挟 り 下す 。 


当社 馬 当社 四 箇 便 曰 合 画 二 行き 引 守 を 代理 し て 販 玩 する 容 社 が 蛋 
せ 天 7 し ゼット な ガード 全 壮 ( 思 下 「 理 弄 可 社 」 ど いし ます 。] の カー ド 全 吾 
尼 ! 下 『 全 園 」 と し いしい 還 す ょ より 所 定本 岳 県 へ の [ 容 員 本 貫 釧 写 く し て 本 
叉 行 供 等 9 再 云 私 いい を 昼 け る こと を 条 垢 に 『 本 話 . 季 本 . ファ ヴ シ ミリ ロ 。 
イン ア ーネット 〒 机 曲 相 過信 手 四 に よる 」 四 し 館 中 を 虹 け る 轟音 記 因り 
ます 。 [計時 座 行 遇 者 に より 当主 四 再 が 出 球 意 いい 場 記 吊り 正定 . ま た 還 
損 可 届 な カー ド 員 隊 顕 所 堅 託 丈 行 二 着 に より 軸 下 下す 。 所 定本 全 地 に 
裕 員 の 署 毛 友 い に だ さき フレ ザッ トカ ー ド で 書 家 拓 いし いた だ く 笛 的 は 通 個 
菩 に は 主 当 せ ず 、 軒 常 四 論 行 瑞 内 と 互 り ます 。) 
品 主 行 謀 曽 本 型 喜 抽 L1 刀 千 欄 呈 下 圧 
誌 行 民 乱 計 癌 行 課 果 日 還 1 ロ 四 前 まで に 再 支 記し 具 尽 立 1 本 百 欄 中 の 本 定 宮 は 骨 天 に より 当社 宮下 青 在 后 コ 計 と 寺 は 。 自 丁 届 轟 坪 
セ 芝 に 如 ま れる も の ほ 削 冗 を 監 償 し な け 芽 ば な ませ 中 。 
各 氏 抹 日 得 に 捕 未 し 寺 剖 束 理 較 呈 千 ・ 果 章 【( 入 術 還 中 い か ぎり エコ ッ 昌 は ーー 還 せ 避雷 記 計れ 閣 博 報 を 活用 し . 古 香 井 四 刊 : 末 所 モモ の 


本 施行 は 近 弟 日 本 ツー リス ト 原 式 全 社 以下 「 当 社 | と いう ) が 企画 下馬 
し 実直 する 正 画 貧 行 で あり 、 こ の 順 行 に 琴 衣 され 名 お 要 様 は 当社 と 募 能 
[人 曽 誠 行 委 約 を 膨 馬 す る こと に な けり ます 。 補 、 且 的 の 内 特 反 必 は 、 末 
抽 店 笛 ( リ パ ンコ レッ ト 符 ) 中 若 コ ー ス ご と に 記載 され て いる 打 人 9 ほか . 
下記 束 件 最終 謝 行 日 程 吉 尽 び 当社 の 「 衣 行 加 約 数 (算入 弄 企画 育生 諾 
利 の 語 ) に より 本 


(1} 申 衝 に 用 定本 事 机 を 配下 うえ 、 お 一 人 種 に つき 下記 の 甲 誠 草 埋 
生 て 過 車 昌吉 笛 いい た た 忌 革 宗 す す 。 妊 畔 知 合 主 評 特 必 並 、 了 内 笠 放 正 紅 吾 
語 mm で 邊 で れれ 串 一 部 と し て 下 け 周 も 1 重富 。 

(g} 四 圭 は 二話 。 重 全 。 ゴ ァ ウシ ミロ 。 イータ アー ネッ トモ 本 秀 四 通信 手 屋 に よ 
導電 申 品 再 民生 壮 村 東生 ご 中 画 表 予約 の 本 南 で は 遇 寺 成立 し 
て 再 ら ず 、 当社 が 予約 の 束 研 を 居 反 し た 本 折 右 組 直 し て コ 邊 回 内 に 申 


迄 環 申 邊 本 共 揚 和 ML て し いい に だ 寺 鹿 す 。 


FE 1 UPP 時 上 
1 上 15 お Pi 衣 |" 
| 12000P に 230000F に 3D.000- L 





請 打 民 人 内 必 間 ま で | 誠人 全 ま で | 二 生 民 但 ま で | 陣 行 代 信 まで | 


(31 1 王 由 素 過 の の ご 琴 電 は 、 促 内 者 貞 同 本 志 芽 陸 ます 。【 四 も 一 部 
中 コー ユ 二 丈 きま す 。] 1 ロ 朗 軸 上 2 ロ 上 岩 束 適 四 主 四 ご 萬 央 は 。 堂 國 豆 ほ 
抽 相 者 相同 二 重 が 員 要 です 。 

同 ) 痢 害 手下 試 況 に よっ て は 、 当 相本 手配 内 特に 癌 記 和 て い 太 し いり 和 列 吾 配 
族 . 潮 置 記 本 に 症 当 可能 性 が あり ます 。 評 縮 ほ 国内 幕 眼 還 下 画 地 
行基 十 重 ] 西 「 コ 軸 品 届 件 」 を 才 認 生き え 、 博 弄 な 配慮 - 購 が 認 要 と な 
が 記 狼 五 計 、 ご 相談 させ て LUI に き 主 す の で 。 避 お 中 し 出 く 
FL 月 


3 詞 約 の 夏 立 と 錠 約 画 居 の 対 

(11 上 量 斑 下 番 靖 本 尻 思 . 当 社 宣 再 交 所 謙太 を 番 語 も 棋 叶 机 申 迄 伯 章 
虹 鍋 し た と 理 に 成す る も の と し ます 。 

に に] 層 情 本 紀 は ほ 龍 張 語 現 定 に が ね 当社 華 環 博 相 柄 統 在 承 暴 す 難 鹿 
調 判 記 お 吾 種 に 判 生 し た 環 に 成立 する の と し 固 本 。 

3 ヨ ) 当社 ほ 届 動 画 成 立 柳 有 抹 妖 租 。 了 行 サー ビュ ユ 呈 内 前 モ 中 他 四 際 特 箇 
誕 彼 了 呈 柱 中 責 任 に 関す 作 了 項 を 応 し た 画 翼 ( 思 下 「 重 暫 画 厩 ] と い 
し 電 せ ] 在 再 本 LUL い た し ます 。!( 当 リン ッ フ し レット ほこ 相 ご 評 打 垢 軸 に 再 も Li 
て . 利 交 玉 所 中 一 施 と いた し 本 すず ] 注 研 手 配 し 王 を 臣 本 本 人 る 講 隔 奄 
前 う 台 行 サー ビス 重 囲 は 当所 的 画 間 に 記載 いた し ます 。 ' 

由紀 四 誠 証 請 南 に い て 選評 、 適 区 中 作 功 還 由 で 評 行 敵前 中 縛 披 
が 画 五 に で き 凍 1 場 音 。 当 壮 振 そ 四 幼 唐 月 に 、 再 香 翌 札 起 語 二 帽 て . 再 
本 種 記 「 四 必 柄 吾 」 状 買 下 誠二 難い た だ け 全 本 遇 を 請 誠 し . 吉 交 可能 に 
向け て 非力 年 る こと が 捉 り まず 。 (Lu 下 「 ウ ロ ェ イ テ ィ ニッ ザ 醒 望 」 と どい いし! 率 
す 。1 モ の 隔 、「 申 叶 1 の 二 出 母 ば 申 迄 全 と 隔 旦 を 『 喘 け 避 ] と し て 申し 野 
け 東 ず 。 当 社 は 巴 暫 が 補 了 し た 柱 本 運 符 が に そ 幼 困 週 直し ます 。 こ の 
前 貞 下 製 肘 庫 本 頁 ど 破 中 策 中 華 』 赴 [中 送 導 』 と し て 且 り 放 い 直す 。 た だ 評 
し 。 当 香 記 中 巴 的 丁 陽 通 拓 RT 前 に お お 千 欄 か が ら ロウ コロ ェ ゴイ ティ ニー ツ 再訪 
本 本 中 申出 研 凍 っ 庄 守 意 。 豆 縛 再 精 頂 け る 腸 還 まで に 周 東 と し て 予約 
訂 不 本 醒 在 培 ほ 当 社 ほ 『 人 り 倒 ! 吾 生 季 缶 屋 し ます 。 記 お 、「 コ ェ イ ディ 
ング 全 録 | は 子 約 の 完了 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 


137 が PH 上 


ミー ラメ!、 泊 四 、 志 宙 民 訪 げ 調理 税 宙 請 科 。 
加 滑 恒 則 が 同行 する コー ユ で ぜ は . こ ご 加 性 記 還 恒 同 時 再 、 還 件 行 弄 に 品 硬 玉 
Au 問 下 机 硬 東 す 。 
上 記 只 主 書 凶 は 、 吉本 橿 配本 到 に より 一 肌 刊 用 二宮 てく て 時 自 屋 し し り 
た し 寺 世 あ 。 - 
1 生生 に 高 ま れ 忘 も しい 共 過 習 生 中 請 費 用 坪 げ 還 的 旨 用 は 間 天 東生 二 
b, 千 四条 が か ら 呈 診 行 舞 胞 号 隔 【 矢 行 開 琶 凍 ) 
選 格 感 は いつ で 所 交 に 定め る 取消 香 一 上 上 欄 に つき ) 在 豆 引 も 1 た だ 
て, 随行 遇 的 在 肉 本 本 こと ザ が で きす . こ 相場 昔 . 民 に 民 要 し て い ! 吉 
低 行 代 合 ( あ る 1 は 申込 僅か ら 所 定 の 東 消 提 古 送 し 引 記 払 し 1 民 し いた 
ます 。 申 知 供 中 還 で 中 洗 香 が まま か 四 革 邊 いと き ぼ ば 、 そ の 洪 区 下 申 記 壁 
は まず す 。 (な お 、 可 で いう 思 沿 日 と ほ 。 記 震 栖 当社 下げ 族 行 滞 千 で 規定 
半 和 TI 陸 T 要 託 癌 硬 1 [ 加 下 | 当社 王 1」 と LVL ます.] 机 それ ぞ れ 本 宮本 占 。 
析 屋 生生 内 に 取 河 する 皆 夫 お 甲 LHHU い た だ し に 暗 春 最 附 上 し 重症 1 


(T」 箇 得 映 下 画 際 掛 下限 消 笠間 (ロー せり を 除く 
ーー うー 





5 プラ DD FT 


取 近 主 や ッ ト プ ラン を 障 く 】 





生 舞 約 中 内 富 に つい て 嘱 する よう に 時 相対 穫 ぽ 下り 重 革 。 
は ) お 再 様 は 衣 行 同 路 眉 に 筐 有 暫 面 に 記 思 民族 抹 サ ービス に つも いい 1 
て 、 記 軸 円 諸 と 再 立 る も の と 本 本 し た どき ほ . 踊 行 地 に 記し いて 枯 宮 が に 
当社 、 足 計 具 抹 サー ビス 居 伺 者 に その 電 申し 出 琶 けれ ば 世 り ませ ん 。 


呈 . 博 刑 補 言 
当 持 ほ . 当 替 中 言 世 ぜ 生じ る が 西 か を ロ ず 、 国 再 算 祭 虹 正 男 還 行 野 王 
7 科 周 吾 舞 可 理 で 定 和 ぬる 記 こ に より 、 臣 埋 証 紀行 瑞 記 中 に 幕 刺 が づつ 
中 生 史 理事 剖 に よっ て その 玉名 局 性 で は 竹松 物 B 上 に 構っ た 一 定 
臣 措 画 に ついて, 貞 己 か 本 定 同 珠 呈 政信 仁 下 『 旧 環 並 在 再 拓 1 下 症 。 
こ 可 本 本 吉 性 放 、U は 1 匠 11 有 1 自 旭 存在 画 隊 と し て し 1 奏 す 。 
証左 、 令 行 民 尊 は 021 年 11 月 1 日 在 牙 有 有 剖 在 運 置 准 同意 重 準 とし 
て も し t ま 表 。 


座 箇 市 手 則 幕 に お いて 、 お 再三 が 消 . 科 対 * ぞ 出 周 員 サ ー ビ ュ 等 を 届 各 き 
た 圭介 ほ . 原 肌 と し て 所 本 弄 野中 拓 科 が 机 せ らら ます の で ご 丁重 で だ さい 


| 画 上 情報 の 匠 り 扱い に つい て 

1 宙 骨 日 本 ツー リス ト 手 式 可 壮 UL 下 「 当 持 1 け お よ げ ご 芝 本 お 中 し 館 み 
いた だ いた 登 族 頭 行 還 者 ( 届 下 [販売 下 ]! は 、 得 店 活か の 概 に ご 理 
出 いた だ いた 個人 情報 に つい て 、 お 栖 どの 連 細 や 電送 ・ 宙 河本 敵 尋 


名 手配 員 た に 利用 させ て い に だ てく ほ 不 . 誠 本 な 面 囲 内 に おおい 詞 当 衣 
本 還 等 に 課 叶 いい に し ます 。 
は 沿 福 。 当 詩 の プル ー プ 下 研 款 、 暫 電 貞 向 よ 当社 定 間 二 本 天 合 曇 吉 取 
| 抽 う 商品 、 サ ービス に 関す る 情報 を 届 客 本 記 理 柏 下 せ て いい に た に 記 て こ 
と 旭 重 りり ます 。 
同上 配 吊 還 . 当 竹本 本 上 人 天 屯 想 由 りり 記し | Ce LM 当 
せ せ の 上 店舗 また は 訓 一 ちさ ー ジ で ご 奄 認 た だ さ 1 








議 抹 在 画 * 実 施 『 ee 
サール ヒー ビュ に ) ボッ 保証 会 員 半 証 | 人 人 2 さこ ョ 

近畿 日 本 ツー リス ト 株 式 会 社 ら rormpe es 

重 末 長 視 二 紐 寮 行 豆 芋 5 き 還 | 富 mrL て で ご 族 行 再 て いた だく た 、 琴 斬 直 ご 再 身 で 





| 介 順 生け 生息 ま すす よう 書 す す 拘 Lt し ます 。 


(一 役 社 職 法 日 本 信行 買 陣 枝 正会員 
〒163-0240 吾 可 部 新 栖 区 西新 哲 2 お -1 新宿 革 友 ピル 4m 政 旅 行 の ご 相談 : お 申し 込み は 下記 の 販 示 店 左 選 利用 くだ だ さり 1。 


(商品 他 浦 センター) 要 託 販売 : 


8191 は 1111 は 1 昌 
(1105) 
(国内 020/87i 
【 ド アーズ / ド デー ズ ) 


検索 x 


配 打 字 取 投 区 理 己 ほぼ. 刀 守 穫 四 誠 行 奄 風 用 コ 取 引 中 買 医 妊 
で す 。 こ 四 倍 抹 課 約 に 関し 、 担当 者 が らら の 説明 に ご 寺 明 南 章 
fi ぼ 、 放 行 屋 二 到 扱 管理 者 に ご 加 問 くだ さい . 





